
高浜町からのPAZ内避難時（県内避難）の物資備蓄・供給体制
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PAZ

UPZ

た か は ま ちょう

協定の種類 内容

福
井
県

災害時における応急生
活物資の協力に関する
協定
ほか2協定

災害発生時に
おける応急生活
物資等の供給

高
浜
町

災害時における物資供
給に関する協定

災害発生時に
おける応急生活
物資等の供給

避難元自治体による流通備蓄
・食料品、飲料水、日用品、衣料品

・その他高浜町が指定する物資

たかはまちょう たかはまちょう

たかはまちょう

避難元 避難先施設（県内）

内浦
地区

敦賀市
敦賀市立松陵中学校
敦賀市立少年自然の家

青郷
地区

内浦
地区

の一部

敦賀市

敦賀市立看護大学

敦賀市立粟野南小学校
敦賀市立体育館
敦賀市立松原小学校
敦賀市立松陵中学校

高浜
地区

敦賀市

敦賀市立中央小学校

愛発公民館

敦賀気比高等学校
昭英高等学校

敦賀市立角鹿中学校
敦賀市中郷体育館
敦賀工業高等学校

敦賀市備蓄
・食料：17,854食
・毛布：5,653枚
・飲料水：82,328ﾘｯﾄﾙ
・トイレ：765個 等

高浜町備蓄
・(p103参照)

 高浜町のPAZ内からの避難住民の受入れ時には、受入先自治体による備蓄のほか、福井県及び高浜町による備
蓄、さらには福井県及び高浜町と災害時協定を締結している指定業者等からの流通備蓄、日本赤十字社福井県支
部に備蓄された物資（食料等の生活用品）等を、福井県ﾄﾗｯｸ協会等の協力を得て、避難施設に搬送する。

 福井県及び関係市町が備蓄している物資が不足する場合、福井県から、国の原子力災害対策本部に対し物資調
達の要請を行う。

日本赤十字社福井県支部備蓄
・毛布：4,238枚
・緊急セット（携帯ラジオ、懐中電灯

等）：2,851個
・安眠セット（マット・枕等）：481個 等

敦賀オフサイトセンター備蓄
・食料：11,760食
・毛布：4,300枚
・大人用紙おむつ：680枚 等

たかはまちょう

うちうら

うちうら

せいきょう

たかはまたかはまちょう
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避難元 避難先施設（県外）

内浦地区 三田市 駒ヶ谷運動公園

青郷地区 宝塚市

県立宝塚高等学校

逆瀬台小学校
県立宝塚西高等学校
末広体育館
末広小学校
くらんど人権文化センター
さらら仁川北館公益施設
西公民館

高浜地区

宝塚市

東公民館
県立宝塚北高等学校
フレミラ宝塚（２、３階）
市立スポーツセンター
宝塚市総合福祉センター
県立宝塚東高等学校
ピピアめふ公益施設

猪名川町
スポーツセンター
生涯学習センター
文化体育館

ＰＡＺ住民避難先（県外避難の場合）

た か は ま ちょう

 高浜町のＰＡＺ内からの避難住民の受入れ時には、受入先自治体の支援のほか、高浜町の調達した物資、日本赤十字社兵
庫県支部に備蓄された物資（毛布等の生活用品）等を、福井県ﾄﾗｯｸ協会等の協力を得て、避難施設に搬送する。

 広域避難の際の避難所の運営に必要な物資については、避難元・避難先が協力して確保をする。また、原子力事故による
単独災害時には、物資の流通網は健全なことが想定されるため、避難先の民間事業者等から食料品をはじめ生活用品等
の調達を積極的に行う。

 物資が不足する場合には、福井県から、国の原子力災害対策本部等に対し物資調達の要請を行う。

たかはまちょう

UPZ

日本赤十字社兵庫県支部備蓄
・毛布：5,358枚
・緊急セット（携帯ラジオ、懐中

電灯等）：2,735セット
・安眠セット（マット・枕等）:465個 等

避難所へ

日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
備
蓄
等

避難先における物資確保の流れ

※その他物資が不足する場合には、関西
広域連合と連携し必要物資を確保

物
資

物
資

受入市町の
支援物資

（必要に応じて）

高浜町が

調達した物資
（協定による
調達を含む）

物
資

福井県が調達した物資
（協定による調達を含む）

原子力災害対策本部の指示により
調達した物資

物
資要

請

要
請

たかはまちょう

たか はま ちょう
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